
 

 

 

 

 

 

 

 

 

キヤノンモールドは、多様な製品ジャンルの生産に使用される「プラスチック金型」の専業メーカー

として、高精度・高耐久・高生産性の精密金型を生産しています。 

「心と技」でお客様から「信頼と安心」をいただける金型づくりを目指す精神のもと、常に先進の技

術を取り入れ、お客様第一主義のもと金型の高付加価値化を追求することで、金型によるソリューショ

ンを提供しています。 

 今回の交流会では、2021 年に友部地区の６工場を集約・移転した新工場を見学いただきます。 

交流会を通じて、会員の皆様と活発で有意義な意見交換の場となることを期待しております。 

 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 開 催 要 領 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

◆開催日時：2024 年７月１８日（木） 

◆見 学 先：キヤノンモールド株式会社 本社・友部事業所 

〒309-1713 茨城県笠間市柏井812 番2   https://mold.canon/ja/index.html 
 

◆主  催：(社)型技術協会 

◆交  通：JR 常磐線「友部」駅より バスにてご案内  

◆集  合：JR 常磐線「友部」駅 北口 12 時40 分  

（バス出発：12 時50 分） 

◆内   容：司 会 (株)クライムエヌシーデー 高橋 啓太 氏 

13:15～13:30  ご挨拶       キヤノンモールド(株) 代表取締役社長 斎藤 憲久 氏 

会社紹介          キヤノンモールド(株) 常務取締役 柘植 誉 氏 

 

13:30～15:00 【工場見学】 90分 高付加価値金型・内製加工工程と改善活動・人材育成 

 

15:00～15:20  質疑応答 ・ 休 憩 

 15:20～15:50  講  演 「キヤノンモールドの型内組立の取組み」 

キヤノンモールド(株) 営業統括センター主席 赤塚 広樹 氏  

15:50～16:00  質疑応答 

16:00～16:30  講  演 「金型づくりの進化をサポートするDXの活用について」 

キヤノン(株) 成形技術開発センター主幹 黒川 一成 氏 

16:30～16:50  質疑応答 ・ 休 憩 

16:50～17:10  名刺交換交流会 

17:20頃     バス出発 

 

◆17時５0分   JR常磐線「友部」駅経由（希望者のみ降車） 

◆18時20分   JR常磐線「水戸」駅 にて解散 
     ※茨城県設置の立ち飲みスタンド「いばらき地酒バー」あり（水戸駅みどりの窓口隣） 

 

型技術協会 第 142 回「技術交流会」 

「金型づくりに誇りをもち、先進の金型を提供する」 

キヤノンモールドを見る 
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◆参加費 ：１名につき16,000 円 

※入会により技術交流会の申し込みが可能です。 

ご希望の方は協会ホームページより入会申込と交流会申込を同時に手続きください。 

 交流会申込時の会員番号は「0000」と入力ください。 

※個人会員A 入会時の会費は入会金 3,000 円＋5 月入会時年会費16,500 円となります。 

     ※海外から送金の場合、銀行取引手数料4,000 円が別途必要となります。 
  

◆募集人数：４５名 

◆申込締切：2024 年７月２日（火） 

※申込締切日後のキャンセルはできません。参加費をお支払いいただきます。 

 

◆申込方法：ホームページよりオンライン申込（https://www.jsdmt.jp/） 

１）同業者等は都合によりお断りする場合があります。 

２）申込締切後の参加者変更はできません。 

３）当日、機密保持契約書の記名が必要となります。 

４）当日は出席確認のため名刺をご持参ください。 

  ５）参加決定者には請求書をお送り致します。参加費の支払は参加確定後にお願い致します。 

  ６）歩きやすい靴（平靴）で参加ください。 

  ７）服装は半袖/クールビズでも問題ありません。 

８）駐車スペースに限りがございますので、車来場は申込先着順とさせていただきます。 

９）昼食の準備はございません。昼食を済ませてから集合下さい。 

 

◆問 合 先：一般社団法人 型技術協会 TEL：045-224-6081 E-mail：info@jsdmt.jp 

2021 年4 月に竣工した本社・友部事業所 

名匠による新入社員教育 

ダイセット（モールドベース）内製部門

汎用成形機で２色成形を可能にする”BOX INJECTOR”


